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大橋芳枝先生のご家庭における 教育実践について 

（ 理科教育の視点から の成果と 本校への示唆）  

 

2026/05/22  校⾧  釜屋 雄一 

 

１  本報告の目的 

本報告は、 本校教職員である 大橋芳枝先生のご家庭における 教育実践について、 お子様

のレ ポート 内容をも と に理科教育の専門的観点から 分析し 、 その優れた点を 全教職員で共

有する こ と を 目的と する 。  

 

２  レ ポート に見ら れる 学習の実際 

提出さ れたレ ポート から は、 以下のよ う な学びの様相が読み取れる 。  

 

（ １ ） 主体的な自然体験 

水晶採集の体験を 通し て、「 こ こ は天国だと いう く ら いすてき 」「 35 こ 以上と れた」  

など 、 強い感動や達成感を 言語化し ている 。  

こ れは単なる 知識習得に留ま ら ず、 自然と の直接的な触れ合いによ る 「 内発的動機付

け」 が極めて高い状態にある こ と を示し ている 。  

 

（ ２ ） 科学的観察力の育成 

記録には、 色（ 透明、 紫、 灰黒色）、 形（ 六角形）、 光沢（ ガラ ス 光沢）、 硬さ （ 7） と い

っ た、 鉱物観察の基本項目が正確に整理さ れている 。  

さ ら に、「 顕微鏡で見る と ダイ ヤモンド みたいにき ら き ら 」 と いう 記述から 、 観察の視

点が肉眼から 拡大観察へと 発展し ている こ と がわかる 。 こ れは理科における 「 見方・ 考え

方」 が着実に育成さ れている 証である 。  

 

（ ３ ） 探究的な問いの生成 

特に注目すべき は、「 なぜこ んなに水晶がと れる んだろう 」 と いう 問いの発生である 。

こ の問いは、 単なる 事実認識を超え、 地質条件や生成過程への関心へと つながる 極めて価

値の高い問いである 。  

理科教育において最も 重要な「 問いの質」 が高いレ ベルで育っ ている 点は、 特筆に値す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



３  家庭教育と し ての卓越性 

本実践の優れている 点は、 以下の通り である 。  

 

（ １ ） 体験・ 記録・ 思考の一体化 

大橋先生は、 現地での実体験・ 観察記録の整理・ 気付き や疑問の表出・ ・ ・ と いう 理科

的探究過程を 家庭内で自然に成立さ せている 。 こ れは学校教育で目指す「 探究的学び」 の

理想的なモデルである 。  

 

（ ２ ） 子ど も の感動を 出発点にし た学習設計 

レ ポート には、 感動・ 驚き ・ 疑問が一連の流れと し て現れている 。 特に、「 天国のよ

う 」 と いう 感情表現から 科学的観察へと 無理なく 接続さ れている 点は、 極めて高度な指導

観である 。  

 

（ ３ ） 兄弟それぞれの学びの尊重 

同じ 体験であり ながら 、 一人は「 美し さ 」 に着目、 一人は「 数量や分布」「 疑問」 に着

目し ており 、 多様な学びの視点が引き 出さ れている 。 こ れは個に応じ た教育の好例であ

る 。  

 

４  本校教育への示唆 

本実践から 、 本校と し て学ぶべき 点は多い。  

 

（ １ ） 実体験の重視 

教室内における 指導においても 、 フ ィ ールド 観察や実物教材の活用を一層推進する 必要

がある 。  

 

（ ２ ） 問いを 生む指導 

知識の伝達に留ま ら ず、「 なぜそう なる のか」 を子ど も 自身が考える 場面設定が重要で

ある 。  

 

（ ３ ） 家庭と の連携強化 

本事例は、 家庭が学びの場と し て大き な可能性を も つこ と を示し ている 。 学校と し て

も 、 家庭での体験の価値化や学びの共有を積極的に進めていき たい。  

 

５  ま と め 

大橋芳枝先生の教育実践は、 理科的探究の本質を 捉え、 子ど も の感動を 起点にし 、 習得

と 探究を高度に統合し た極めて優れたも のである 。  

こ れは単なる 家庭教育の範囲を超え、 本校の教育の在り 方そのも のに示唆を 与える 実践

である 。  

教職員の皆様に対し ては、 本事例を参考にし ながら 、「 子ど も が自ら 学びたく なる 授業

づく り 」 を 求め続けてほし いと 、 改めて願いをかける 。  






